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大分市民児協 子育て支援部


大分市保健所 健康課
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　私の校区の主任児童委員を引き受けて3年が過ぎようとしています。


　最初の頃は、「どんなお母さんかな？」｢何を質問されるかな？｣と不安を抱えながらの赤ちゃん訪問でした。


　訪問を重ねるうちに、「私たちの地域の育児サークルはどこで行われているのでしょうか？」「夜間救急はどういう対応になっているのでしょうか？」等の質問が上がってきました。そこで２人で手分けをして、地域の育児サークルや保育園・幼稚園に出向いたり、パソコンなどで調べたりして、今では、訪問先の親子の質問等に答えることが出来るようになりました。また、校区内の育児サークルのチラシを作成してお母さん方に喜ばれています。


　最近、少子化現象が進んでいますが、私たちの校区では、子育て世代が増えつつあります。同じ家庭の兄弟を訪問したこともあり、「前に来られた方ですね」「上の子もすくすく育っています」と言われ、うれしいこともありました。


　いろいろな情報が手軽に入手できる時代ですが、私たちが訪問することでお母さんの不安な気持ちを和らげ、人と人とのつながりを大切にしながら、少しでも子育ての手助けができればと願っています。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　大分市主任児童委員　）








【子どもの視力の発達について】


　生まれたばかりの赤ちゃんは、視線も定まらず、ぼんやり見ています。


　子どもの視力は、3か月～6か月ぐらいまでに急激に発達し、8歳ぐらいまでは緩やかに発達します。





　　0か月～人の顔をぼんやり見ている。母と視線を合わせることで安心する。


　　2か月～興味のあるものを追いかける。


　　3か月～あやすとよく笑う。


　　4か月～奥行き（遠近感）が分かる


　　5か月以降～視力がよくなる。いろんなものに興味を示す。





乳幼児健診でも目の見え方について確認をしています。お子さんの日頃の様子から見え方に心配のある場合は、かかりつけ医へ相談するように伝えましょう。





　子育て支援部より　





　「2020年　東京オリンピック開催」が決定し、お祝いムードに包まれています。10月の祝日「体育の日」は、前回の東京オリンピックの開催を記念して制定されました。


　健康づくりのためにも日頃の活動を振り返り、「今より10分多く体を動かそう。」を合言葉に、心地よい汗を流してみませんか。
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10月10日は、目の愛護デー


目を大切にしましょう。














